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コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
準
と
し
た

人
材
育
成�

経
済・加
藤 

恭
子
准
教
授

近･

現
代
の
写
真
の
思
想
や
哲
学
を

考
察�

芸
術･

西
垣 

仁
美
教
授

　

加
藤
　
恭
子
（
か
と

う
・
き
ょ
う
こ
）
平
成
７

年
商
学
部
経
営
学
科
卒
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
大
学

院
経
営
学
研
究

科
修
士
課
程
修

了
。
日
本
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
。
㈱
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ー
ビ
ー

に
勤
務
後
、
本
学
経
済
学

部
、
専
任
講
師
を
経
て
24

年
度
か
ら
准
教
授
。産
業
・

組
織
心
理
学
会
監
事
、
日

本
労
務
学
会
、

組
織
学
会
に
所

属
。
共
著
「
ゼ
ロ
か
ら
学

ぶ
経
営
心
理
学
」（
学
文

社
）
な
ど
。
カ
エ
ル
集
め

が
趣
味
。
東
京
都
出
身
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

西
垣
　
仁
美
（
に
し
が

き
・
ひ
と
み
）
昭
和
59
年

日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真

学
科
卒
。
61
年
同
大
学
大

学
院
芸
術
学
研

究
科
文
芸
学
専

攻
修
了
（
芸
術
学
修
士
の

学
位
を
取
得
）。
修
士
論

文
は
「
写
真
の
芸
術
性
に

つ
い
て
」。
日
本
写
真
学

会
、
日
本
写
真
芸
術
学
会

（
理
事
）、
日
本
映
像
学

会
に
所
属
。
主
な
研
究
テ

ー
マ
は
「
写
真
表
現
の
動

向
」「
写
真
の

思
想
・
哲
学
に

関
す
る
テ
キ
ス
ト
の
研

究
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ

ン
ト
の
制
作
技
術
」
な

ど
。
東
京
都
出
身
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

成
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
評
価
を
重
視

能
力
発
揮
の
行
動
特
性
が
決
め
手�

　

一
般
的
に
人
事
労
務
管
理

と
い
え
ば
、
イ
メ
ー
ジ
的
に

労
働
組
合
対
策
と
い
っ
た
こ

と
に
な
る
が
、
企
業
に
お
け

る
社
員
の
心
理
的
な
面
の
観

察
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
管

理
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
が
「
人
的
資
源
管
理
」
で

あ
り
、
加
藤
准
教
授
は
こ
の

分
野
を
専
門
と
し
て
い
る
。

　

研
究
テ
ー
マ
の
「
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
」
と
は
、
高
い
成

果
を
上
げ
る
人
の
行
動
特
性

の
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
動
機
付
け
・
や
る
気
）

の
高
い
人
ほ
ど
、
成
果
に
つ

な
が
る
行
動
特
性
を
持
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
「
研
究
の
た
め
に
写
真
展

や
写
真
集
を
よ
く
見
ま
す
」

と
話
す
。
写
真
展
に
足
を
運

ぶ
回
数
は
年
間
６
０
０
回
を

超
す
こ
と
も
。
銀
座
や
新
宿

な
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
多
い
場

所
で
は
一
日
に
10
以
上
の
写

　

以
前
、
企
業
は
年
功
序
列

や
能
力
基
準
資
格
等
級
の
取

得
な
ど
で
評
価
す
る
能
力
主

真
展
を
見
て
廻
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。

　

主
な
研
究
内
容
は
、
20
世

紀
以
降
の
作
品
と
作
家
研

究
。

　

近
・
現
代
の
写
真
思
潮
、

作
家
の
表
現
や
思
想
お
よ
び

義
が
主
流
で
あ
っ
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
は
結
果
で
評
価
す

る
成
果
主
義
を
取
り
入
れ
た

作
品
の
傾
向
を
考
察
す
る
こ

と
を
研
究
の
核
と
し
て
い

る
。

　

写
真
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
変
化
す
る
。
カ
メ
ラ
も

デ
ジ
タ
ル
が
主
流
に
な
り
一

般
的
に
は
銀
塩
フ
ィ
ル
ム
を

使
用
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
し
か
し
、
写
真
は
写

真
で
あ
り
、
銀
塩
や
デ
ジ
タ

ル
と
い
う
手
段
に
関
係
な
く

存
在
し
続
け
る
と
西
垣
教
授

は
指
摘
す
る
。

「
写
真
の
発
明
は
感
光
材

料
・
定
着
方
法
の
発
見
で

す
。
す
な
わ
ち
カ
メ
ラ
で
作

ら
れ
た
像
を
記
録
す
る
手
段

で
し
た
」

　

写
真
誕
生
当
初
は
、
実
際

の
事
物
を
目
で
見
た
と
お
り

に
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
が

芸
術
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

正
確
に
写
す
だ
け
で
は
芸
術

で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。

「
19
世
紀
末
に
は
絵
画
的
な

写
真
表
現
が
流
行
し
、
ソ
フ

ト
フ
ォ
ー
カ
ス
レ
ン
ズ
の
多

用
や
現
在
、
古
典
技
法
と
言

わ
れ
る
手
を
加
え
た
印
画
技

法
が
好
ん
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
20
世
紀
に
な

る
と
写
真
の
表
現
は
、
レ
ン

ズ
に
よ
る
正
確
な
記
録
性
を

生
か
し
、
対
象
を
ス
ト
レ
ー

ト
に
と
ら
え
た
描
写
が
写
真

独
自
の
表
現
と
し
て
認
識
さ

れ
、
現
在
も
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
」

　

写
真
表
現
の
ト
レ
ン
ド
に

は
様
々
な
潮
流
が
あ
っ
た
。

戦
後
は
土
門
拳
や
東
松
照
明

の
よ
う
な
社
会
派
的
作
品
が

多
く
な
り
、
80
年
前
後
か
ら

カ
ラ
ー
作
品
が
増
え
始
め

る
。
90
年
代
に
は
プ
ラ
イ
ベ

イ
ト
な
表
現
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
。
た
と
え
ば
荒
木
経

惟
の
よ
う
に
私
的
な
感
情
を

そ
の
ま
ま
作
品
に
反
映
さ
せ

る
タ
イ
プ
な
ど
だ
。
90
年
代

後
半
は
蜷
川
実
花
な
ど
女
性

写
真
家
の
進
出
が
目
立
っ
た

時
代
で
あ
る
。

　

２
０
０
０
年
代
以
降
は
デ

ジ
タ
ル
が
急
激
に
浸
透
し
大

型
の
プ
リ
ン
ト
や
、
和
紙
な

ど
多
様
な
素
材
へ
の
プ
リ
ン

ト
も
流
行
し
た
。

　

西
垣
教
授
は
、
写
真
の
オ

と
深
い
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ

た
完
成
度
の
高
さ
が
必
要
で

す
。
そ
れ
に
見
る
側
の
享
受

経
験
が
加
味
さ
れ
て
初
め
て

芸
術
作
品
に
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
。

続
け
る
情
熱
が
大
切

　

教
授
自
ら
も
撮
影
す
る
。

写
真
学
科
を
卒
業
し
た
女
性

有
志
の
「
あ
じ
さ
い
会
」
に

所
属
し
、
発
足
40
年
を
記
念

し
た
写
真
集
『
紫
陽
花
』
に

も
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。

「
自
分
で
創
作
す
る
こ
と
は

作
家
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
写
真
制
作
の
楽
し
さ
も

苦
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
自
作

は
自
分
の
限
界
を
超
え
ら
れ

な
い
の
で
、
他
の
方
の
作
品

に
自
分
の
想
像
を
超
え
た
世

界
や
表
現
に
出
合
っ
た
と
き

は
最
高
に
幸
せ
で
す
。
そ
れ

が
鑑
賞
の
魅
力
で
す
」

　

最
近
注
目
し
て
い
る
若
手

写
真
家
を
問
う
と
、「
そ
の

人
の
す
べ
て
の
作
品
で
は
な

い
が
」
と
断
わ
り
つ
つ
、
何

人
か
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
。

オ
ノ
デ
ラ
ユ
キ
、
佐
藤
信
太

郎
、大
沼
英
樹
、石
川
直
樹
、

田
附
勝
、
林
ナ
ミ
ナ
…
。
本

れ
は
芸
術
性
だ
け
で
は
な
い

と
思
う
に
至
る
。
何
を
伝
え

て
い
く
か
、
ど
こ
に
重
き
を

置
く
か
は
自
由
で
あ
る
。
学

生
も
作
家
か
ら
報
道
、
古
典

技
法
ま
で
様
々
な
分
野
に
興

味
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
学

生
に
一
言
。「
続
け
る
こ
と

が
大
切
。
ど
の
分
野
で
も
ま

ず
好
き
な
こ
と
、
次
に
そ
の

中
で
も
得
意
な
こ
と
に
情
熱

を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
道

が
切
り
開
か
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
」

世
界
平
和
へ
の
願
い

　
「
世
界
平
和
を
願
っ
て
お

り
、
写
真
は
世
界
平
和
に
貢

献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
い

ま
世
界
で
起
き
て
い
る
現
実

を
伝
え
る
手
段
。
平
和
を
問

う
手
段
。
心
の
平
和
を
受
け

る
手
段
…
な
ど
。」

「
世
界
報
道
写
真
展
に
は
多

く
の
方
が
足
を
運
び
ま
す
。

写
真
か
ら
受
け
る
印
象
は
多

種
多
様
で
す
。
残
酷
な
写
真

か
ら
現
実
感
を
受
け
取
れ
な

い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
写
真
を
鑑
賞
す

る
た
め
の
教
育
が
あ
っ
て
も

い
い
と
痛
感
し
ま
す
」。

リ
ジ
ナ
ル
な
最
終
形
態
は
あ

く
ま
で
も
プ
リ
ン
ト
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。「
プ
リ
ン

ト
し
て
一
枚
の
紙
に
な
っ
た

写
真
が
作
品
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
作
品
は
高
い
技
術

が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視

す
る
日
本
の
企
業
に
は
向
か

ず
、
そ
の
後
に
注
目
さ
れ
た

の
が
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

準
が
定
ま
っ
た
ら
、
上
司
と

部
下
が
共
通
認
識
を
持
っ
て

上
か
ら
下
へ
と
伝
え
ら
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
と

き
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
テ
ク
ニ
ッ

ク
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
人

格
的
な
部
分
、
個
人
の
特
性

を
育
て
る
こ
と
と
い
う
。

　

加
藤
准
教
授
の
研
究
は
、

用
い
た
プ
ロ
セ
ス
評
価
。
仕

事
の
期
間
中
に
取
っ
た
行
動

や
、
行
動
に
よ
っ
て
発
揮
さ

れ
た
能
力
な
ど
を
評
価
基
準

に
し
て
、
人
材
育
成
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
目

的
と
な
っ
て
い
る
。

　

良
い
結
果
を
生
む
行
動
基

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い

て
、
理
論
と
企
業
訪
問
で
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
て

体
系
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
基
準
を

採
用
時
の
面
接
に
活
用
し
て

い
る
企
業
も
数
多
い
。
学
生

時
代
の
行
動
レ
ベ
ル
を
聞
き

業
務
処
理
を
専
門
業
者
に
外

部
委
託
す
る
こ
と
。
中
国
で

は
事
務
系
の
業
務
を
委
託
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
中
国
人

が
日
本
企
業
の
給
与
計
算
等

の
賃
金
管
理
を
行
っ
た
り
、

生
命
保
険
に
関
す
る
医
師
の

医
療
診
断
書
を
瞬
時
に
入
力

い
こ
な
す
こ
と
で
他
所
よ
り

高
い
収
入
が
得
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
単
純
作
業
の
入
力

で
も
熱
心
に
仕
事
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
共
同
研
究
で
は
、
こ
の

中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
な
ど
で
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
で
働
く
人
の
意
識

調
査
を
行
い
、
日
本
で
働
く

人
た
ち
の
意
識
と
比
較
調
査

し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
来
年
３
月
ま
で
に

出
し
、
来
年
度
に
報
告
書
を

提
出
す
る
予
定
で
す
」。

ゼ
ミ
の
企
業
訪
問
は
活
発

　

加
藤
准
教
授
は
、
人
と
モ

ノ
を
作
る
の
が
好
き
で
テ
レ

ビ
の
会
社
に
就
職
し
、
教
育

番
組
を
担
当
し
た
が
、
画
面

を
通
し
て
で
は
な
く
「
実
際

に
自
分
で
教
え
て
み
た
い
」

と
大
学
に
戻
っ
て
き
た
。

　

加
藤
ゼ
ミ
の
学
生
は
２
～

４
年
生
で
約
40
人
。
１
年
の

12
月
に
入
室
試
験
が
あ
り
、

面
接
で
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ゼ
ミ
で
研
究
し
て
い
る

人
的
資
源
管
理
論
に
は
企
業

の
視
点
で
人
を
考
え
る
人
事

管
理
、
人
の
内
面
か
ら
組
織

を
考
え
る
産
業
・
組
織
心
理

学
が
あ
り
両
方
を
勉
強
す
る

こ
と
で
人
的
資
源
を
経
営
に

生
か
し
て
い
く
方
法
を
考
え

て
い
ま
す
」。

　

そ
の
実
践
と
し
て
、
ゼ
ミ

生
が
直
接
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
を
と
っ
て
企
業
訪
問
を
行

い
、
制
度
の
取
り
入
れ
方
や

実
際
の
利
用
度
、
運
営
方
法

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を

実
施
。
ま
た
、
１
年
生
登
竜

門
企
画
と
し
て
企
業
の
代
表

者
な
ど
の
「
20
歳
の
頃
」
を

調
査
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

春
合
宿
で
発
表
さ
れ
る
。
今

年
は
そ
の
取
材
で
東
京
と
長

崎
を
飛
行
機
で
往
復
。
日
帰

り
で
の
費
用
は
自
前
で
、
学

生
た
ち
の
行
動
力
に
加
藤
准

教
授
も
驚
い
た
と
い
う
。

　

毎
年
、
経
営
・
経
済
系
の

ゼ
ミ
が
集
ま
る
関
東
イ
ン
ナ

ー
大
会
に
出
場
。
１
５
０
チ

ー
ム
が
参
加
す
る
う
ち
、
本

選
10
チ
ー
ム
に
残
り
、
こ
れ

ま
で
に
４
位
の
敢
闘
賞
も
受

賞
し
て
い
る
。

　

加
藤
准
教
授
は
学
部
の
教

職
員
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
、

フ
ッ
ト
サ
ル
で
汗
を
流
す
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
家
で
も
あ
る
。

出
し
、
そ
の
行
動
を
入
社
後

も
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
て
採
用
す
る
と
い
う

方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

働
く
人
々
の
意
識
調
査
を

　

共
同
研
究
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
」
は
、
企
業
運
営
上
の

研究室には観葉植物の代わりに緑色のカエル・
グッズを配置

マ
ン･

レ
イ
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
写
真
集
を
紹
介
す
る
西
垣
教
授

８月に新潟県苗場で2泊３日のゼミ合宿を

写真集『紫陽花』に出品した作品と一緒に

写真展の鑑賞は年間600回も
オリジナルプリントにこだわり

幼い頃から写真を見るための教育も必要

学
関
係
で
は
、

山
下
恒
夫
、
小

畑
雄
嗣
、
萩
原

義
弘
、
染
谷

学
、
若
林
勇

人
、
藤
岡
あ

や
、
早
見
紀
章

な
ど
で
あ
る
。

　

写
真
に
は
多

く
の
方
向
性
が

あ
る
。
写
真
の

価
値
を
考
え
て

き
た
結
果
、
そ

す
る
。
入
力
は

日
本
語
だ
が
ミ

ス
な
く
正
確
に

打
ち
込
ま
れ
て

い
る
。
中
国
で

は
大
連
市
が
積

極
的
に
日
本
企

業
を
誘
致
し
て

お
り
、
日
本
語

教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
国
人

が
日
本
語
を
使


